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平成 13年度から 15年度までの 3年間に得られた研究成果は 15研究発表Jにま
































1. JAMSTECみらい， MR-01-K03， 2001年 6月 5日(関根浜) ~7 月 19 日(関根
浜)，北西北太平洋における微量生元素の分布に関する調査.
2. 水産庁開洋丸KY-01-3ラ2001年 6月 28日(東京) ~8 月 6 日(東京)，北太平洋亜
寒帯域における鉄散布に対する微量生元素濃度および海洋生物の応答に関する調
査.
3. 東京大学海洋研究所淡青丸ラK下Oト13，2001年 9月 5日(名古屋) ~9 月 9 日(横
須賀)，生物光学的手法を用いた棺模湾中央部の基礎生産力の推定.
4. オーストラリア南極局AuroraAustralis， V3， 2001年 10月30日(ホパート) ~12 
月 13日(ホパート)，タスマニア島南方の南極権における微量生元素の分布に関
する調査.




6. ニュージーランド水園大気研究所 Tangaroa，JARE43 ， 2002年 2月 6日(ホバー
ト) ~3 月 7 S (ホパート)，タスマニア島南方の南極海における微量牛元素の
季節変動に関する調査.
7. 東京大学海洋研究所淡青丸ラK下02幽06ラ2002年 6月 2日(横須賀) ~6 月 7 日(東
京)，生物光学的手法を用いた相模湾中央部の基礎生産力の推定.
8. カナダ沿岸警備隊 John P. Tully，メキシコ船 ElPumaおよび水産庁開洋丸， 2002 
年 7月 5日(ダッチハーパー) ~8 月 7 日(バンクーパー)，北東北太平洋にお
ける鉄散布による微量生元素濃度の変化に関する調査.
9. 東京大学海洋研究所淡青丸，K下02-12，2002年 8月 30S (清水)~9 月 4 日(東京) ， 
生物光学的手法を用いた相模湾中央部の基礎生産力の推定.
10. JAMSTECみらい， MR-02-K05， 2002年 10月 1 日(ダッチハーパー) ~11 月 6
日(関根浜)，北西北太平洋における微量生元素の季節変動に関する調査.
11. 東京大学海洋研究所白鳳丸， KH-02-4， 2002年 1 月 7日(東京) ~12 月 18 日
(東京)，スールー海および周辺海域における微量生元素の動態に関する調査.
12. 東京水産大学海鷹丸，第 9次航海， 2003年 l月 3日(ポートルイス) ~2003 年
2月 12日(ホパート)，ケルゲレン海台周辺を含む南極海における微量金馬の循
環に関する研究.
13. ニュージーランド水園大気研究所 Tangaroa，JARE44， 2003年 2月 17日(ウェ
リントン) ~3 月 13 日(ウェリントン)，タスマニア島南方の南極海における生
態系と微量生元素の相互作用に関する調査.
14. JAMSTECみらい MR悶03自K01，2003年 2月 20日(関根浜) ~3 月 30 日(下関)， 
北西北太平洋における微量生元素の分布に関する調査.
15. 独立行政法人水産総合研究センター若鷹丸ラWK-03-04ぅ2003年 4月 1 日(塩竃)
~4 月 25 日(塩竃) 親潮域春季ブルーム期鉄マッピング研究1.
16. 独立行政法人水産総合研究センター若鷹丸ラWK凶03-04ユ003年 5月 7日(塩竃)
~5 月 19 日(塩竃)，親潮域春季ブルーム期鉄マッピング研究 11.
17. 東京大学海洋研究所白鳳丸， KH-03-1， 2003年 6月 25日(ハワイ) ~8 月 11 日
(パペーテ)，東部太平洋亜熱帯域，赤道域およびベノレー沖湧昇域における
生元素 光合成活性および植物プランクトン群集組成に関する調査.
18. 独立行政法人水産総合研究センター若鷹丸ラWK-03-ゅう2003年 9月 2日(新潟)
~9 月 21 日(塩竃)，北海道・東北沖における定線 (A-Line)調査.
19. 東京大学海洋研究所白鳳丸， KH四03-2，2003年 9月 30日(東京) ~10 月 17 日
(東京) 北西北太平洋における微量生元素の分布に関する






1. Fujishima， Y.， K. Ueda， M. Maruo， E.NakayamaラC.Tokutome， H. Hasegawa， M. Matsui， 
and Y. Sohrin. Distribution of trace bioelements in the subarctic North Pacific Ocean and 




3. Obayashi， Y.ラ E.TanoueヲK.Suzuki， N. Handa， Y.NojiriラandC. S. Wong. Spatial and 
temporal variabilities of phytoplankton community structure in the northem North Pacific 
as determined by phytoplankton pigments. Deep-Sea Res. 1， 48， 439-469 (2001). 
4. 平語亨，鈴木光次ラ岸野元彰ラ古谷研ラ田口哲ラ替藤誠一ヲ才野敏郎ラ松本和彦，播
本孝史ラ佐々木宏明ラ藤木徹一，古原慎一，柏俊行.植物プランクトンの光吸収ス
ベクトル測定フ。ロトコル.~毎の研究， 10ラ 47ト483 (2001). 
5. Hasegawa， H.， M. Matsui， M. SuzukiラK.Naito， K. Ueda， and Y. Sohrin. The possibility 
for regulating species composition of marine phytoplankton using organically complexed 
iron. Anal. Sci.ラ209欄211(2001). 
6. Hasegawa， H.ラY.SohrinラK.Seki， M. Sato， K. NaitoラK.NorisuyeヲandM. Matsui. 
Biosynthesis and release of methylarsenic compounds during the growth of freshwater 
algae. Chemosphere， 43ヲ265-272(2001) 
7. 長谷川浩，篠浦美総ラ水本英伸ラ上田一正.微量鉄化学種による植物プランクトン
の光合成制御.地球環境シンポジウム講演論文集ラ 9，223司228(2001). 
8. Mito， S.ラ M.Kawashima， and Y. Sohrin. Characterization of suspended solids in Lake 
Biwa by measuring their elemental composition among Al， SiラP，S， KラCa，TiラMnand Fe. 
Limnology， 3， 1ト19(2002). 
9. NagaoラS.，N. YanaseラM.Yamamoto， H. Kofuji， Y. Sohrin， and H. Amano. The 
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